
さぬき市まち・ひと・しごと創生総合戦略改訂版・初版対照表 

 

基本目標１ 働く場をつくる 

 

具体的な施

策名 

※初版引用 

変更項目 

改訂版 （平成 28 年 11 月改訂） 初版（平成 27 年 10 月策定） 

該当 P 内容 該当 P 内容 

農産物の産

地化に向け

た支援 

ＫＰＩ（変更） ２１ 農産品の販売額 

10 億 9 千万円（H26 基準値） 

12 億 8 千万円（H31 目標値） 

２１ 農産品の販売額 

10 億 9 千万円（H26 基準値） 

11 億 5 千万円（H31 目標値） 

さぬき市に

何度も訪れ

たくなる着

地型旅行商

品の開発 

具体的な施策

（変更） 

２４ 旅行者が出発する地域（主に都市部）の旅行会社

で企画される「発地型旅行商品」では体験できな

い、地元の人しか知らないような穴場や楽しみ方

などを、地域団体や企業等と一体となって発掘

し、「さぬき市遊学のススメ」（着地型旅行商品）

として発信できるよう取り組みます。特に、国指

定史跡の津田古墳群や、お遍路を題材にした新た

な旅行商品の開発に取り組みます。 

２４ 旅行者が出発する地域（主に都市部）の旅行会社

で企画される「発地型旅行商品」では体験できな

い、地元の人しか知らないような穴場や楽しみ方

などを、地域団体や企業等と一体となって発掘し、

「さぬき市地元旅行（仮称）」（着地型旅行商品）

として発信できるよう取り組みます。特に、国指

定史跡の津田古墳群や、お遍路を題材にした新た

な旅行商品の開発に取り組みます。 

― 具体的な施策

名（追加） 

２４ 滞在型観光・交流の促進 ―  

担当課（追加） 商工観光課、生涯学習課、男女共同参画・国際

交流推進室、子育て支援課 

 

具体的な施策

（追加） 

多様なスポーツ施設や宿泊施設を有する自然

休養村（通称：みろく自然公園）の再整備を通

して、年齢・性別・国籍を超えて、集い・学び・

遊べるスポットとしての活用を促進し、市内に

おける長時間滞在と、ビジネスチャンスの増加

につなげます。 

 

１ 



ＫＰＩ（追加） 自然休養村内施設利用者数 

106,677 人（H27 基準値） 

111,600 人（H31 目標値） 

みろく温泉・みろく荘宿泊者数 

2,532 人（H27 基準値） 

3,700 人（H31 目標値） 

 

さぬき市の

魅力発信の

強化 

担当課（追加） ２５ 商工観光課、秘書広報課 ２５ 商工観光課 

具体的な施策 

（追加） 

香川県のアンテナショップ・ＳＮＳ（ソーシャル

ネットワークサービス）・ラジオ・雑誌・ホーム

ページ等を活用するとともに、首都圏や関西圏等

で開催される観光物産展や観光イベントへの参

加等を通して、市内の魅力を積極的にアピールし

ます。また、津田の松原サービスエリア、道の駅、

天体望遠鏡博物館などの公共施設を利用して、

「ここにしかないモノ」を発信・提供することで、

リピーターを増やします。 

香川県のアンテナショップ・ＳＮＳ（ソーシャル

ネットワークサービス）・ラジオ・雑誌等を活用す

るとともに、首都圏や関西圏等で開催される観光

物産展や観光イベントに参加し、市内の魅力を積

極的にアピールします。また、津田の松原サービ

スエリア、道の駅、天体望遠鏡博物館などの公共

施設を利用して、「ここにしかないモノ」を発信・

提供することで、リピーターを増やします。 

ＫＰＩ（追加） さぬき市ホームページトップページアクセス数 

257,398 件（H27 基準値） 

301,250 件（H31 目標値） 

 

まちづくり

寄附（ふる

さと納税）

の推進 

ＫＰＩ（変更） ２５ まちづくり寄附額 

310 万円（H26 基準値） 

1,300 万円（H31 目標値） 

２５ 

 

まちづくり寄附額 

310 万円（H26 基準値） 

600 万円（H31 目標値） 

 

 

 

  

１ 

２ 



基本目標２ 人の流れをつくる（変える） 

 

具体的な施

策名 

※初版引用 

変更項目 

改訂版 （平成 28 年 11 月改訂） 初版（平成 27 年 10 月策定） 

該当 P 内容 該当 P 内容 

若者世帯の

定住促進施

策の拡充 

（三世代同

居等の奨

励） 

具体的な施策

名（追加） 

２８ 若者世帯等の定住促進施策の拡充（三世代同居等

の奨励） 

２７ 若者世帯の定住促進施策の拡充（三世代同居等の

奨励） 

具体的な施策

（追加） 

夫婦いずれかが 40 歳以下の若い夫婦の定住を

促進するため、結婚定住奨励金制度を継続しま

す。加えて、市内への移住を考えている子育て世

帯等を、「三世代同居等奨励金」や「移住促進家

賃等補助金」でバックアップします。 

夫婦いずれかが 40 歳以下の若い夫婦の定住を促

進するため、結婚定住奨励金制度を継続します。

加えて、子育て世帯の移住等を推進するため、市

内に住む親世帯との同居又は近居を目的に、子育

て中の世帯が転入してきた場合などに、「三世代同

居等奨励金」を交付します。 

ＫＰＩ（追加） 移住促進家賃等補助金の交付数 

0 組※制度なし（H27 基準値） 

30 組（H31 目標値） 

 

 

高速バスス

トップ駐車

場の充実 

ＫＰＩ（変更） ２９ 高速バス乗降者数 

津田バスストップ 31,018 人（H26 基準値） 

志度バスストップ 59,988 人（H26 基準値） 

津田バスストップ 36,000 人（H31 目標値） 

志度バスストップ 63,300 人（H31 目標値） 

２８ 高速バス乗降者数 

津田バスストップ 31,018 人（H26 基準値） 

志度バスストップ 59,988 人（H26 基準値） 

津田バスストップ 31,600 人（H31 目標値） 

志度バスストップ 61,100 人（H31 目標値） 

暮らし体験

ハウスの設

置、魅力体

験プログラ

ムの拡充 

具体的な施策

名（変更） 

３０ 暮らし体験ハウスの充実、魅力体験プログラムの

拡充 

２９ 暮らし体験ハウスの設置、魅力体験プログラムの

拡充 

具体的な施策

（変更） 

短期滞在型の生活体験施設「さぬき市暮らしお試

しハウス」の利用者満足の向上に努めるととも

に、住民と話し、楽しみながら地域の現状を学べ

る「魅力体験プログラム」を拡充し、さぬき市暮

らしのイメージづくりをバックアップします。 

本市への移住を希望又は検討する方が利用でき

る、短期滞在型の生活体験施設「さぬき市暮らし

お試しハウス」を設置するとともに、住民と話し、

楽しみながら、地域の現状を学べる「魅力体験プ

ログラム」の拡充を図り、さぬき市暮らしのイメ

ージづくりをバックアップします。 

３ 



ＫＰＩ（追加） 暮らし体験ハウス稼働率 

31.7％（H27 基準値） 

60.0％（H31 目標値） 

 

 

 

 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 

具体的な施

策名 

※初版引用 

変更項目 

改訂版 （平成 28 年 11 月改訂） 初版（平成 27 年 10 月策定） 

該当 P 内容 該当 P 内容 

婚活応援事

業の支援 

ＫＰＩ（変更） ３３ 婚活事業の実施回数 

2 回（H26 基準値） 

12 回（H31 目標値） 

３２ 婚活事業の実施回数 

2 件（H26 基準値） 

7 件（H31 目標値） 

 

 

基本目標４ 生きがいをもって、安心して住み続けられる地域社会をつくる 

 

具体的な施

策名 

※初版引用 

変更項目 

改訂版 （平成 28 年 11 月改訂） 初版（平成 27 年 10 月策定） 

該当 P 内容 該当 P 内容 

地域包括ケ

ア病棟の開

設 

具体的な施策

名（変更） 

４０ 地域包括ケア病棟の運営 ３９ 地域包括ケア病棟の開設 

地域医療部

在宅療養支

援室の設置 

具体的な施策

名（変更） 

４０ 在宅療養支援の推進 ３９ 地域医療部在宅療養支援室の設置 

具体的な施策

（変更） 

在宅療養支援室等を活用し、訪問診療、訪問看

護及び訪問リハビリを集約して連携強化を図

るとともに、従来から配置している医療ソーシ

ャルワーカーに加え、ベテランの薬剤師及び看

在宅療養支援室を設置し、訪問診療、訪問看護

及び訪問リハビリを集約して連携強化を図ると

ともに、従来から配置している医療ソーシャル

ワーカーに加え、ベテランの薬剤師及び看護師４ 



護師を１人ずつ配置し、在宅療養中の患者、家

族の相談に応じる支援を行います。また、退院

後の生活にスムーズに移行できるよう、他の機

関を含めた多職種でのカンファレンスを入院

当初から実施する等、在宅ケアのコーディネー

トに取り組みます。 

を１人ずつ配置し、在宅療養中の患者、家族の

相談に応じる支援を行います。また、退院後の

生活にスムーズに移行できるよう、他の機関を

含めた多職種でのカンファレンスを入院当初か

ら実施する等、在宅ケアのコーディネートに取

り組みます。 

 

５ 


